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時
空
を
超
え
、ビ
ジ
ネ
ス
を
育
む
名
建
築
た
ち

国
際
文
化
会
館
の
物
語
は
、1
9
2
9
年（
昭
和

4
年
）に
開
催
さ
れ
た
太
平
洋
問
題
調
査
会

第
3
回
京
都
会
議
の
会
場
に
お
い
て
、日
本

代
表
団
の
書
記
と
し
て
参
加
し
た
松
本
重
治

と
ジ
ョ
ン
・
D
・ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
3
世
と
の

出
会
い
か
ら
始
ま
る
。二
人
の
青
年
は
す
ぐ
に

日
米
の
未
来
を
語
り
合
う
関
係
と
な
る
が
、

次
に
会
う
の
は
第
2
次
世
界
大
戦
を
は
さ
ん
だ

22
年
後
の
1
9
5
1
年
。ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領

の
特
使
ジ
ョ
ン・フ
ォ
ス
タ
ー
・
ダ
レ
ス
の
文
化

領
域
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
来
日
し
た

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
3
世
は
、国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
・
弁
護
士
と
し
て
活
躍
す
る
松
本
と

再
会
し
、彼
の
口
か
ら
日
米
の一流
の
知
識
人

が
交
流
で
き
る
場
の
必
要
性
と
、国
際
相
互

理
解
に
よ
る
平
和
へ
の
貢
献
を
提
案
さ
れ
る
。

そ
こ
か
ら
眠
っ
て
い
た
時
計
の
針
が
、一
気
に

動
き
出
す
。土
地
、資
金
、運
営
と
い
っ
た
数
々

の
課
題
を
乗
り
越
え
、1
9
5
5
年
に
竣
工

し
た
国
際
文
化
会
館
。日
本
が
誇
る
モ
ダ
ニ

ズ
ム
建
築
の
巨
匠
3
人
に
よ
る
一
度
き
り
の

「
共
作
」は
、今
も
世
界
の
知
識
人
の
ハ
ウ
ス

と
し
て
国
際
交
流
を
支
え
て
い
る
。 ま

つ
も
と
し
げ
は
る
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国
際
交
流
を
目
的
と
し
た
文
化
セ
ン

タ
ー
設
立
の
た
め
に
、日
米
35
名
の
準
備

委
員
会
が
発
足
し
た
の
は
1
9
5
1
年
の

こ
と
だ
っ
た
。そ
の
時
、4
つ
の
候
補
地
の
中

か
ら
東
京
・
麻
布
鳥
居
坂
の
岩
崎
小
彌
太

邸
跡
地
を
選
ん
だ
の
は
、常
任
理
事
の

松
本
重
治
に
同
行
し
た
日
本
モ
ダ
ニ
ズ
ム

建
築
の
父
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン
ド

だ
っ
た
。土
地
の
選
定
後
、設
計
を
誰
に
依

頼
す
る
か
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
た
と

こ
ろ
、レ
ー
モ
ン
ド
か
ら
独
自
に
基
本
設

計
を
済
ま
せ
て
い
る
と
松
本
に
報
告
が

あ
っ
た
。設
計
案
に
対
し
て
委
員
会
か
ら

何
度
か
修
正
を
申
し
入
れ
た
が
、く
み

取
っ
て
も
ら
え
ず
レ
ー
モ
ン
ド
へ
の
設
計

依
頼
は
取
り
や
め
と
な
っ
た
。

　

松
本
は
、東
京
藝
術
大
学
初
代
美
術

学
部
長
の
村
田
良
策
に
建
築
家
に
つ
い
て

相
談
を
持
ち
か
け
る
と
、即
座
に
3
人
の

名
が
あ
が
っ
た
。東
京
帝
国
大
学
の
卒
業

と
同
時
に
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
パ
リ
に
向
か

い
、ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
日
本
人
最
初
の

弟
子
と
な
っ
た
前
川
國
男
。前
川
と
入
れ

替
わ
り
で
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
に
師
事
し
、

　

空
襲
で
荒
れ
果
て
て
は
い
た
が
、元
々

こ
の
庭
園
は
岩
崎
小
彌
太
が『
植
治
』こ
と

京
都
の
造
園
家
7
代
目
小
川
治
兵
衛

に
依
頼
し
た
も
の
。そ
れ
を
、サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
万
博
で
日
本
庭
園
を
作
っ
た

後
藤
由
松
が
建
設
時
に
再
生
し
た
。国
際

文
化
会
館
は
、高
低
差
を
生
か
し
た
こ
の

庭
園
と
、3
人
が
学
ん
だ
モ
ダ
ニ
ズ
ム

建
築
と
の
調
和
が
際
立
っ
た
特
徴
と
な
っ

て
い
る
。プ
レ
キ
ャ
ス
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
法*

に
よ
る
連
続
性
を
持
っ
た
柱
や
梁
、

白
木
の
桧
に
よ
る
サ
ッ
シ
、屋
上
テ
ラ
ス

日
本
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の

3
大
巨
匠
に
よ
る

唯
一
の
共
同
設
計

戦
前
の
名
庭
園
と

モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
調
和

な
ど
の
意
匠
は
、庭
園
と
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

が
隅
々
ま
で
計
算
さ
れ
て
お
り
、今
も

建
築
を
愛
す
る
人
た
ち
の
聖
地
と
な
っ

て
い
る
。

　

1
9
5
5
年
に
竣
工
し
た
国
際
文
化

会
館
は
、翌
年
の
日
本
建
築
学
会
賞
を

受
賞
。2
0
0
4
年
に
建
て
替
え
を
検
討

す
る
が
、そ
の
建
築
と
し
て
の
価
値
を
再

認
識
す
べ
き
だ
と
い
う
多
く
の
声
が
集

ま
り
、で
き
る
限
り
外
観
に
は
手
を
加
え

ず
に
内
部
を
改
修
す
る
と
い
う
方
法
が

と
ら
れ
た
。保
存
・
再
生
さ
れ
た
国
際
文
化

会
館
は
、2
0
0
7
年
に
2
度
目
の
日
本

建
築
学
会
賞
を
受
賞
。現
在
は
国
の
登
録

有
形
文
化
財
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

 

1
9
3
7
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
日
本
館

の
設
計
で
世
界
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
た
、

坂
倉
準
三
。ア
ン
ト
ニ
ン・
レ
ー
モ
ン
ド
に

師
事
し
、モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
和
の
融
合
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
吉
村
順
三
。外
国

人
建
築
家
か
ら
学
び
、国
際
感
覚
を
身
に

付
け
た
こ
の
3
人
な
ら
、誰
が
選
ば
れ

て
も
間
違
い
は
な
い
。日
本
モ
ダ
ニ
ズ
ム

建
築
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
3
名
に
よ
る

「
競
合
」で
の
選
定
、こ
れ
で
建
築
家
が

決
ま
る
は
ず
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、松
本
が
3
名
を
候
補
地

に
案
内
し
た
数
日
後
、思
い
も
し
な
い

展
開
が
待
っ
て
い
た
。そ
れ
は
、3
名
に

よ
る
共
同
設
計
の
提
案
だ
っ
た
。理
由
は

２
つ
あ
っ
た
。ま
ず
、競
合
で
選
ぶ
よ
り
も

時
間
と
お
金
が
節
約
で
き
る
こ
と
。そ

し
て
3
人
の
設
計
を
審
査
で
き
る
適

任
者
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

そ
れ
で
も
松
本
は
、3
人
に
設
計
案
の
提
出

を
求
め
た
が
、三
者
三
様
で
優
劣
が
つ

け
ら
れ
な
い
。建
築
家
３
名
も
、こ
の
建
築

は
共
同
で
設
計
し
た
い
と
譲
ら
な
い
。

最
終
的
に
松
本
は
、個
性
豊
か
な
3
人
が

竣
工
ま
で
協
力
し
て
設
計
す
る
と
い
う

覚
書
を
交
わ
す
こ
と
で
、O
K
を
出
す
。

こ
う
し
て
国
際
文
化
会
館
の
設
計
が

始
ま
っ
た
。

ひ
の
き

う
え
じ

サッシ

＊プレキャスト・コンクリート工法：あらかじめ工場でコンクリート部材を製造し、それを建設現場で組み立てていく工法 ※写真提供：国際文化会館

連続した柱と梁が作り出す、各部屋の深い軒先が特徴的なプレキャスト・コンクリート工法。 モダニズムを感じさせる屋上の旧機械室。

本館の3年後に増築された、庭園の池に張り出した釣殿式のレストランSAKURA。芝生の屋上テラスが、庭園へとつながる独特の空間を作り出している。

劣化が進んでいた桧のサッシは、改修時にアルミサッシへの変更
が検討されたが、コの字のアタッチメントを付けて複層ガラスを
入れることで再利用が可能になった。

正面玄関の壁面には大谷石が使われている。

吉村順三の珠玉の名作である軽井沢山荘。
写真=宮沢 洋

師匠であるコルビュジエの国立西洋美術館（世界遺産）の前
に建つ、前川國男の代表作のひとつである東京文化会館。
1961年日本建築学会賞作品賞 及び 第3回BCS賞を受賞。

坂倉準三が世界的な評価を受けた1937年
のパリ万国博覧会日本館。

坂倉準三の代表作である神奈川県立近代美術館
旧鎌倉館は、大規模改修を経て鎌倉文華館 鶴岡
ミュージアムとして利用されている。

左から吉村順三、前川國男、坂倉準三。※

1955年に国立西洋美術館の設計で来日した建築家
コルビュジエ。弟子の前川國男、坂倉準三の案内で国
際文化会館を訪問。※
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際
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ヒ
ス
ト
リ
ー

　
戦
前
の
松
本
重
治
と
ジ
ョ
ン・D・ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
3
世
の
出
会
い
か
ら
22
年
後
の

1
9
5
1
年
、二
人
は
再
会
を
果
た
す
。

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
3
世
は
、ダ
レ
ス
国
務

長
官
顧
問
が
危
惧
し
て
い
た
、戦
後
の

日
本
人
の
反
米
感
情
を
抑
え
る
と
い
う

使
命
を
帯
び
て
の
来
日
だ
っ
た
。会
食
の
場

で
そ
の
話
を
聞
い
た
松
本
は
、ア
メ
リ
カ

か
ら
超
一
流
の
知
識
人
を
招
き
、日
本
の

著
名
な
学
者
や
文
化
人
と
交
流
す
る
場
を

作
る
こ
と
を
提
案
す
る
。そ
ん
な
国
際
的

な
知
的
交
流
が
実
現
す
れ
ば
、日
本
の

ア
メ
リ
カ
へ
の
イ
メ
ー
ジ
は
確
実
に
変
わ

る
こ
と
に
な
り
、相
互
理
解
に
よ
る
平
和

へ
の
貢
献
も
可
能
に
な
る
。

　
こ
の
提
案
が
、日
米
の
中
枢
を
動
か
す
。

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
は
、総
額
で
4
億
円

以
上
の
助
成
金
の
交
付
を
決
定
す
る
。

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
グ
ロ
ピ
ウ
ス
、イ
ン
ド
の

ネ
ル
ー
首
相
な
ど
、時
代
を
代
表
す
る

知
識
人
を
招
い
て
貴
重
な
交
流
の
機
会

を
提
供
し
て
き
た
。ま
た
、グ
ロ
ー
バ
ル

な
課
題
解
決
に
貢
献
す
る
各
種
プ
ロ
グ

ラ
ム
、次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、政
策

研
究
・
提
言
と
い
っ
た
シ
ン
ク
タ
ン
ク

事
業
も
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
。さ
ら

に
2
0
3
0
年
に
は
D
I
C
川
村
記
念

美
術
館
の
マ
ー
ク
・
ロ
ス
コ
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
移
設
さ
れ
、S
A
N
A
A
設
計

の「
ロ
ス
コ
・
ル
ー
ム
」が
誕
生
す
る
計
画

も
進
行
し
て
い
る
。目
ま
ぐ
る
し
く
変
化

す
る
六
本
木
に
凛
と
し
て
た
た
ず
む

国
際
文
化
会
館
に
は
、国
や
時
代
を
超
え

て
持
続
可
能
な
未
来
を
考
え
る
、そ
ん
な

知
的
な
空
気
が
今
も
流
れ
て
い
る
。

し
か
し
そ
れ
に
は
、日
本
側
も
1
億
円
を

集
め
る
と
い
う
条
件
が
付
い
て
い
た
。

準
備
委
員
会
委
員
長
の
樺
山
愛
輔
は
、

こ
の
条
件
が
電
報
で
届
い
た
翌
日
に
大
蔵

大
臣
池
田
勇
人
を
訪
れ
、国
際
交
流
の

重
要
性
を
説
く
。同
意
し
た
池
田
は
、当
時

の
秘
書
官
だ
っ
た
宮
澤
喜
一
を
用
地
の

格
安
で
の
払
い
下
げ
交
渉
へ
と
動
か
す
。

さ
ら
に
樺
山
は
、総
理
大
臣
吉
田
茂
主
宰

の
茶
話
会
で
、ア
メ
リ
カ
か
ら
の
要
望
を

説
明
し
、参
加
者
に
募
金
を
お
願
い
す
る
。

7
千
社
を
越
え
る
企
業
や
一
般
市
民
か
ら

の
募
金
が
集
ま
り
、約
束
し
た
期
限
の
前

日
、つ
い
に
目
標
の
1
億
円
に
到
達
し
た
。

1
9
5
3
年
8
月
の
こ
と
だ
っ
た
。高
齢

に
も
か
か
わ
ら
ず
東
奔
西
走
し
た
樺
山

愛
輔
は
、設
計
の
最
終
案
を
見
る
こ
と

な
く
そ
の
生
涯
の
幕
を
下
ろ
し
た
。

　

創
設
以
来
、学
術
研
究
者
、芸
術
家
、

経
済
人
、ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
各
界
で

活
躍
す
る
方
々
の
活
動
拠
点
と
し
て

利
用
さ
れ
て
き
た
国
際
文
化
会
館
。世
界

人
権
宣
言
の
起
草
者
で
あ
る
エ
レ
ノ

ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、近
代
建
築
の
父

ア
イ
ハ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
る

国
際
文
化
会
館
の
活
動 

※写真提供：国際文化会館

本館の全ての客室が庭園ビューとなっている。※
坂倉建築研究所（右上）や前川國男(下)が自らデザ
インした特製の椅子。

庭園を満喫しながら会食が楽しめるレストランSAKURA。※ 日本および国際関係の英文出版物を中心に、約2万6千冊の書籍と約300タイトル
の雑誌を取り揃えた図書室。※

地経学研究所「カナダ・ブリティッシュコロンビア州首相、駐日カナダ大使セミナー」。※ 国際文化会館の新しい価値を積極的に追求し、発信している
近藤正晃ジェームス理事長。※

これまで来館された著名な知識人。左上からネルー首相、ウォルター・グロピウス、ガヤトリ・スピヴァク（思想家）、ジョン・ホール／マリウス・ジャンセン／
エドヴィン・O・ライシャワー／松本重治、エレノア・ルーズベルト、スバンテ・ペーボ、左下からドナルド・キーン／安倍公房／武満徹、緒方貞子、イサ
ム・ノグチ、パラグ・カンナ、妹島和世、フランシス・ケレ。※

準備委員会委員長の樺山愛輔と松本
重治。樺山の次女は、読売文学賞を2度
受賞した文筆家で、白洲次郎の妻であ
る白洲正子。 ※

庭園を臨むことができる、本館の階段室。そして手が
触れるところは木を使うという思想が貫かれた、握り
心地のいい階段の手すり。

正面玄関を入ると、まばゆい屋上の芝庭と庭園の緑が迎えてくれる。
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